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上
湧
別
玉
葱
振
興
会
（
山
田
忍
会
長
）
は
、
1
月
8
日
に
第
54
回

定
期
総
会
を
Ｊ
Ａ
本
所
に
て
会
員
54
名
（
本
人
出
席
48
名
、
委
任
出

席
3
名
）
が
出
席
の
も
と
、
湧
別
町
、
Ｊ
Ａ
、
ホ
ク
レ
ン
北
見
支
所

青
果
課
、
網
走
農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー
遠
軽
支
所
よ
り
来
賓
各
位

を
迎
え
開
催
致
し
ま
し
た
。

　

冒
頭
の
開
会
挨
拶
に
て
山
田
会
長
は
、
会
員
・
来
賓
に
感
謝
を
述

べ
た
後
、
昨
年
度
を
振
り
返
り
、「
春
作
業
の
播
種
・
移
植
作
業
と

も
例
年
通
り
に
進
み
、
生
育
も
順
調
で
し
た
が
、
7
月
か
ら
の
高
温

に
よ
る
干
ば
つ
傾
向
か
ら
生
育
に
影
響
を
及
ぼ
し
、
例
年
よ
り
倒
伏

が
早
く
収
量
が
少
な
く
な
る
結
果
と
な
り
ま
し
た
。
令
和
６
年
度
は
、

２
０
２
４
年
問
題
に
よ
る
物
流
の
課
題
が
あ
り
ま
し
た
が
各
関
係
機

関
の
協
力
を
得
な
が
ら
滞
り
な
く
荷
物
を
供
給
出
来
ま
し
た
。
ま
た
、

当
地
区
で
は
、
面
積
が
減
少
傾
向
で
あ
る
為
、
産
地
を
守
る
為
に
生

産
者
の
協
力
を
得
な
が
ら
面
積
を
確
保
し
て
い
き
た
い
の
で
、
引
き

続
き
当
振
興
会
の
活
動
に
ご
理
解
、
ご
協
力
の
程
、
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。」
と
挨
拶
し
ま
し
た
。

　

続
け
て
、
来
賓
各
位
か
ら
祝
辞
を
受
け
た
あ
と
議
案
審
議
に
入
り
、

議
長
に
南
兵
村
一
区
の
牧
野
克

好
さ
ん
を
選
出
、
令
和
6
年
度

事
業
報
告
・
収
支
決
算
、
な
ら

び
に
令
和
7
年
度
の
事
業
計
画

・
収
支
予
算
、
役
員
改
選
と
全

議
案
が
滞
り
な
く
承
認
さ
れ
、

新
し
い
1
年
が
始
ま
り
ま
し
た
。

上
湧
別
玉
葱
振
興
会
第
54
回
定
期
総
会

　

上
湧
別
玉
葱
振
興
会
青
年
部
（
吉
村
諄
郎
部
長
）
は
1
月
15
日
、

第
48
回
定
期
総
会
を
Ｊ
Ａ
本
所
で
部
員
19
名
（
本
人
出
席
16
名
、

委
任
出
席
2
名
）
が
出
席
の
も
と
、
湧
別
町
、
Ｊ
Ａ
、
網
走
農
業

改
良
普
及
セ
ン
タ
ー
、
上
湧
別
玉
葱
振
興
会
か
ら
来
賓
各
位
を
む

か
え
て
開
催
し
ま
し
た
。

　

開
会
挨
拶
で
、
吉
村
部
長
は
昨
年
の
播
種
作
業
は
順
調
に
進
み
、

例
年
並
み
か
早
い
進
度
で
収
量
増
加
に
期
待
も
膨
ら
み
ま
し
た
が
、

７
月
の
干
ば
つ
が
大
き
く
生
育
に
影
響
し
、
収
量
は
平
年
並
み
と

い
う
結
果
に
な
り
ま
し
た
。
一
昨
年
ほ
ど
の
日
焼
け
被
害
は
少
な

く
、
製
品
率
が
良
く
な
っ
た
こ
と
が
救
い
に
な
っ
た
か
と
思
い
ま

す
。
今
年
は
、
青
年
部
員
も
１
生
産
者
と
し
て
、
良
い
品
質
の
玉

葱
を
出
荷
で
き
る
よ
う
努
力
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
青
年
部
活
動
は
新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
な
く
、
研
修
や
勉
強

会
な
ど
の
活
動
内
容
を
実
施
で
き
ま
し
た
。

　

約
10
年
ぶ
り
に
６
Ｊ
Ａ
交
流
会
の
当
番
地
区
と
な
り
合
同
で
の

選
果
場
視
察
や
交
流
会
の
実
施
、
府
県
Ｐ
Ｒ
活
動
時
に
新
た
に
「
玉

葱
が
で
き
る
ま
で
」
の
チ
ラ
シ
の
配
布
な
ど
行
い
、
充
実
し
た
１

年
間
と
な
り
ま
し
た
。
と
昨
年
を
振
り
返
り
ま
し
た
。

　

総
会
は
、
議
長
に
湧
別
町
南
兵

村
三
区
の
渡
辺
輝
さ
ん
を
選
出
し
、

令
和
6
年
度
事
業
報
告
・
収
支
決

算
、
な
ら
び
に
令
和
7
年
度
の
事

業
計
画
・
収
支
予
算
が
満
場
一
致

で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

上
湧
別
玉
葱
振
興
会
青
年
部
第
48
回
定
期
総
会

開会挨拶をする山田会長

挨拶をする吉村部長

❖
今
月
の
主
な
記
事
❖

◎
上
湧
別
玉
葱
振
興
会
第
54
回
定
期
総
会

◎
上
湧
別
玉
葱
振
興
会
青
年
部
第
48
回

　

定
期
総
会
…
…
…
…
…
…
…
…
…
２

◎
令
和
7
年
度
営
農
計
画
書
作
成
協
議

◎
え
ん
ゆ
う
地
区
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
生
産

　

組
合  

第
38
回
定
期
総
会

◎
令
和
７
年
度
農
事
部
長
・
各
専
門
部

　

会
役
員
合
同
会
議
…
…
…
…
…
…
３

◎
令
和
６
年
度
秋
季
農
事
部
懇
談
会
…
４

◎
第
39
回
オ
ホ
ー
ツ
ク
Ｊ
Ａ
女
性
部
研

　

修
大
会
・
家
の
光
大
会
・
設
立
70
周

　

年
記
念
式
典

◎
お
い
し
く
食
べ
て
春
の
肌
荒
れ
対
策　

　

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
６

◎
疲
れ
を
取
る
体
操
で
熟
睡
へ
…
…
７

◎
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
北
海
道
の
農
政
活
動

　

強
化
に
向
け
て　

第
６
回
…
…
…
８

◎
普
及
セ
ン
タ
ー
よ
り
…
…
…
…
…
９

◎
理
事
会
の
あ
ら
ま
し

◎
12
星
座
占
い
…
…
…
…
…
…
…
…
10

◎
ま
ち
が
い
さ
が
し

◎
プ
レ
ゼ
ン
ト
付
ま
ち
が
い
探
し
当
選　

　

者
発
表

◎
読
者
の
声
…
…
…
…
…
…
…
…
…
11

◎
秋
の
農
事
部
懇
談
会
開
催
に
つ
い
て

◎
森
崎
博
之
氏
講
演
会
…
…
…
…
…
12



ひざし　2025. 23

　

1
月
20
日
か
ら
24
日
と
29
日
か
ら
30

日
ま
で
、
令
和
7
年
度
営
農
計
画
書
作

成
協
議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

営
農
計
画
書
の
作
成
協
議
は
、
組
合

員
自
ら
将
来
の
営
農
設
計
を
考
え
、
今

年
1
年
の
農
業
経
営
収
支
の
計
画
を
立

て
て
い
く
重
要
な
作
業
で
す
。
Ｊ
Ａ
に

と
っ
て
も
必
要
不
可
欠
な
作
業
で
あ
り
、

組
合
員
の
経
営
状
況
を
見
な
が
ら
、
Ｊ

Ａ
事
業
計
画
の
立
案
・
農
畜
産
物
の
販

売
・
組
合
員
へ
の
営
農
指
導
等
を
行
い

ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
農
作
業
が
本
格
的
に
始
ま

り
ま
す
が
、
農
作
業
事
故
に
ご
留
意
頂

き
ま
す
と
と
も
に
、
豊
作
の
年
で
あ
り

ま
す
こ
と
を
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。

令
和
7
年
度
営
農
計
画
書
作
成
協
議

　

え
ん
ゆ
う
地
区
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
生
産
組
合
（
平

野
俊
幸
組
合
長
）
は
、
1
月
16
日
に
第
38
回
定

期
総
会
を
Ｊ
Ａ
本
所
に
て
組
合
員
25
名
（
本
人

出
席
20
名
、
委
任
状
5
名
）
が
出
席
の
も
と
、

湧
別
町
、
Ｊ
Ａ
、
よ
り
来
賓
各
位
を
迎
え
開
催

致
し
ま
し
た
。

　

冒
頭
の
開
会
挨
拶
に
て
平
野
組
合
長
は
昨
年

を
振
り
返
り
、「
昨
年
は
春
先
の
農
作
業
が
順

調
に
進
み
良
い
年
と
な
り
ま
し
た
が
、
農
業
資

材
の
高
騰
な
ど
厳
し
い
状
況
が
続
い
て
お
り
、

生
産
組
合
と
致
し
ま
し
て
も
悩
ま
し
い
所
で
す
。

日
頃
よ
り
皆
様

の
ご
協
力
を
頂

き
活
動
出
来
ま

し
た
こ
と
を
感

謝
し
、
ご
挨
拶

と
さ
せ
て
頂
き

ま
す
。」
と
挨

拶
し
ま
し
た
。

　

総
会
は
、
令

和
6
年
度
事
業

報
告
・
収
支
決

算
、
な
ら
び
に

令
和
7
年
度
の

事
業
計
画
・
収

支
予
算
を
満
場

一
致
で
承
認
さ

れ
、
盛
会
の
う

ち
に
終
了
し
ま

し
た
。

　

1
月
17
日
、
本
所
大
会
議
室
に
て
令
和

７
年
度
農
事
部
長
・
各
専
門
部
会
役
員
合

同
会
議
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

会
議
は
関
口
哲
治
組
合
長
の
開
会
挨
拶

か
ら
始
ま
り
、
各
専
門
部
会
に
分
か
れ
て

新
役
員
を
選
出
し
ま
し
た
。
会
議
終
了
後
、

各
専
門
部
会
の
代
表
か
ら
昨
年
の
作
況
報

告
や
今
年
の
抱
負
を
語
っ
て
頂
き
、
新
た

な
年
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

な
お
、
令
和
７
年
度
の
各
専
門
部
会
の

役
員
に
つ
き
ま
し
て
は
、
一
覧
表
を
別
紙

差
込
致
し
ま
す
の
で
、
ご
参
照
願
い
ま
す
。

令和７年度農事部長・各専門部会役員合同会議

えんゆう地区ブロッコリー生産組合  第38回定期総会

挨拶をする平野組合長

挨拶をする関口組合長



【
管
理
関
係
】

１
．
哺
育
育
成
セ
ン
タ
ー
に
対
し

　
　

て
の
引
当
金
に
つ
い
て

　

➡
農
協
か
ら
㈱
え
ん
ゆ
う
ア
グ

　
　

リ
サ
ー
ビ
ス
へ
３
９
，
９
８

　
　

０
千
円
の
外
部
出
資
を
行
っ

　
　

て
い
ま
す
が
、
㈱
え
ん
ゆ
う

　
　

ア
グ
リ
サ
ー
ビ
ス
の
決
算
見

　
　

込
み
が
当
初
見
込
ん
で
い
た

　
　

損
失
よ
り
大
幅
に
増
加
す
る

　
　

事
か
ら
、
外
部
出
資
金
の
引

　
　

き
当
て
を
行
う
も
の
で
す
。

２
．
自
己
資
本
比
率
の
総
会
資
料

　
　

と
デ
ィ
ス
ク
ロ
ジ
ャ
ー
誌
の

　
　

相
違
に
つ
い
て

　

➡
総
会
資
料
で
は
財
務
状
況
の　

　
　

一
部
と
し
て
、
関
係
者
に
報

　
　

告
や
説
明
の
た
め
に
自
己
資

　
　

本
比
率
記
載
し
て
お
り
ま
す

　
　

が
、
デ
ィ
ス
ク
ロ
ジ
ャ
ー
誌

　
　

で
は
金
融
機
関
の
財
務
健
全

　
　

性
を
示
す
た
め
、
預
金
者
や

　
　

一
般
の
方
向
け
に
開
示
し
て

　
　

い
る
も
の
で
す
。
総
会
資
料

　
　

と
デ
ィ
ス
ク
ロ
ジ
ャ
ー
誌
で

　
　

は
、
記
載
目
的
が
違
う
事
か

　
　

ら
、
算
出
方
法
が
異
な
っ
て

　
　

い
ま
す
。

【
畜
産
関
係
】

１
．
ロ
ー
リ
ー
の
集
乳
時
間
が
早

　
　

す
ぎ
る

　

➡
委
託
先
と
打
合
せ
致
し
ま
す

　
　

の
で
、
各
本
支
所
畜
産
課
ま

　
　

で
申
し
付
け
く
だ
さ
い
。

２
．
廃
用
牛
の
販
売
先
は
東
藻
琴

　
　

だ
け
な
の
か

　

➡
佐
呂
間
市
場
で
の
販
売
を
行

　
　

っ
て
お
り
ま
し
た
が
、
購
買

　
　

客
・
上
場
頭
数
と
も
に
少
な

　
　

い
状
況
に
あ
る
た
め
有
利
販

　
　

売
を
見
込
み
東
藻
琴
へ
の
出

　
　

荷
を
メ
イ
ン
と
し
、
系
統
外

　
　

で
あ
る
他
市
場
販
売
は
検
討

　
　

し
て
お
り
ま
せ
ん
。
東
藻
琴

　
　

の
出
荷
に
つ
き
ま
し
て
は
運

　
　

賃
助
成
も
あ
り
ま
す
の
で
、

　
　

ご
理
解
願
い
ま
す
。

３
．
乳
価
交
渉
は
ど
の
よ
う
な
情

　
　

勢
か

　

➡
指
定
団
体
で
あ
る
ホ
ク
レ
ン

　
　

が
将
来
を
見
据
え
た
乳
価
交

　
　

渉
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
乳

　
　

業
側
も
厳
し
い
酪
農
経
営
情

　
　

勢
に
理
解
は
示
し
て
い
る
も

　
　

の
の
、
消
費
動
向
や
需
給
状

　
　

況
な
ど
を
背
景
に
難
色
を
し

　
　

め
し
て
い
る
状
況
で
す
。

４
．
脱
脂
粉
乳
の
拠
出
金
は
今
後

　
　

ど
う
な
る
見
込
み
か

　

➡
令
和
７
～
９
年
度
の
「
酪
農

　
　

生
産
基
盤
安
定
対
策
」
期
間　

　
　

に
お
い
て
は
、
急
激
な
需
要

　
　

変
動
や
酪
農
情
勢
に
変
化
が

　
　

な
い
場
合
、
拠
出
事
業
の
取

　
　

り
決
め
は
変
更
し
な
い
こ
と

　
　

が
基
本
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

【
農
産
関
係
】

１
．
北
糖
の
甜
菜
助
成
金
に
つ
い

　
　

て

　

➡
２
年
前
よ
り
国
の
政
策
に
於

　
　

い
て
、
交
付
金
対
象
数
量
55

　
　

ｔ
、
指
標
面
積
５
０
，
０
０

　
　

０
ha
と
大
幅
な
減
反
と
な
る

　
　

こ
と
が
決
定
し
、
甜
菜
か
ら

　
　

の
転
作
を
後
押
し
す
る
事
業

　
　

も
多
く
盛
り
込
ま
れ
る
こ
と

　
　

に
よ
り
、
予
想
よ
り
も
大
幅

　
　

な
減
反
が
進
ん
で
い
る
事
か

　
　

ら
、
今
回
、
面
積
維
持
と
増

　
　

反
加
算
金
の
助
成
金
が
製
糖

　
　

会
社
よ
り
出
さ
れ
る
運
び
と

　
　

な
り
ま
し
た
。
助
成
金
の
利

　
　

用
方
法
に
つ
い
て
は
、
今
後

　
　

甜
菜
部
会
に
て
協
議
を
し
決

　
　

定
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

　
　

す
。

２
．
馬
鈴
薯
の
生
産
基
盤
強
化
に

　
　

つ
い
て

　

➡
白
滝
地
区
に
於
い
て
選
果
機

　
　

及
び
ハ
ー
ベ
ス
タ
ー
の
導
入

　
　

の
要
望
を
頂
い
て
お
り
ま
す

　
　

が
、
近
年
補
助
事
業
に
於
い

　
　

て
、
実
行
効
果
や
継
続
性
な

　
　

ど
が
導
入
後
に
も
求
め
ら
れ

　
　

る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
　

導
入
に
あ
た
っ
て
の
効
果
、

　
　

継
続
性
を
協
議
し
な
が
ら
白

　
　

滝
支
所
を
通
じ
取
り
進
め
て

　
　

い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

　
　

す
。

３
．
馬
鈴
薯
関
連
の
補
助
事
業
の
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秋
季
農
事
部
懇
談
会
の
主
な
意
見
・
要
望

　令和６年11月27日～30日にかけ、令
和６年度秋季農事部懇談会を開催しまし
た。多くの組合員に出席していただき、
ＪＡに対する質問、貴重な意見要望など
が寄せられました。
　主な事項については、本誌にて皆様に
お知らせするとともに、今後理事会にお
いて十分検討し、事業推進に反映させて
まいります。
　なお、記載漏れや内容の不備があった
ときはご容赦願います。

令和６年度秋季農事部懇談会【秋季農事部懇談会出席者】

午　　前 午　　後

11月26日（火）
開盛・札富美・旭

５名
富美・上富美

７名

11月27日（水）
４の３・５の１

27名
屯市・５の２・５の３

15名

11月28日（木）
４の１・４の２

20名
遠軽
13名

11月29日（金）
生田原
９名

丸瀬布・白滝
11名

合計　107名

生田原地区 白滝地区
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申
請
に
つ
い
て

　

➡
白
滝
支
所
を
通
じ
機
械
・
施

　
　

設
共
に
「
産
地
生
産
基
盤
パ

　
　

ワ
ー
ア
ッ
プ
事
業
」「
持
続

　
　

的
畑
作
生
産
体
系
確
立
緊
急

　
　

対
策
事
業
」
な
ど
補
助
事
業

　
　

の
情
報
提
供
な
ど
協
議
を
行

　
　

い
、
申
請
を
行
う
際
に
は
町

　
　

の
予
算
等
の
都
合
も
あ
り
ま

　
　

す
の
で
、
町
農
政
課
に
確
認

　
　

す
る
事
と
な
り
ま
す
。

【
営
農
関
係
】

１
．
コ
ン
ト
ラ
の
播
種
が
最
初
の

　
　

作
業
に
余
裕
を
持
ち
す
ぎ
て

　
　

後
半
無
理
し
て
行
う
た
め
に

　
　

圃
場
が
悪
く
な
っ
て
い
る
の

　
　

で
改
善
願
い
た
い
。

　

➡
無
理
の
か
か
ら
な
い
よ
う
に

　
　

適
正
に
作
業
配
分
を
し
て
圃

　
　

場
条
件
に
細
心
の
注
意
を
払

　
　

い
な
が
ら
取
り
進
め
て
参
り

　
　

ま
す
。

２
．
デ
イ
ワ
ー
ク
の
利
用
状
況
に

　
　

つ
い
て
聞
か
せ
て
欲
し
い

　

➡
現
在
ま
で
実
際
応
募
が
来
た

　
　

利
用
者
は
１
名
。
本
年
度
の

　
　

利
用
開
始
が
遅
か
っ
た
た
め
、

　
　

来
年
春
ま
で
に
は
新
聞
折
込

　
　

な
ど
で
周
知
し
た
い
と
考
え

　
　

て
い
ま
す
。

３
．
日
曜
日
の
作
業
は
出
来
な
い

　
　

の
か

　

➡
運
搬
を
行
っ
て
い
た
だ
い
て

　
　

い
る
業
者
さ
ん
の
都
合
（
運

　
　

転
手
の
勤
務
時
間
管
理
）
に

　
　

よ
り
、
日
曜
出
勤
を
行
う
と

　
　

運
転
手
の
数
を
多
数
確
保
で

　
　

き
な
い
場
合
は
、
平
日
に
必

　
　

ず
休
み
を
入
れ
な
け
れ
ば
な

　
　

ら
な
い
状
況
に
な
り
ま
す
。

　
　

又
、
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
の
日
曜

　
　

・
祝
日
出
勤
に
つ
い
て
は
通

　
　

常
業
務
よ
り
割
増
の
給
与
を

　
　

払
う
事
に
な
る
事
か
ら
、
対

　
　

応
が
で
き
て
も
今
後
料
金
等

　
　

の
再
考
が
必
要
に
な
る
と
考

　
　

え
て
お
り
ま
す
。
各
地
区
の

　
　

運
搬
業
者
が
違
う
た
め
、
運

　
　

搬
業
者
の
対
応
に
も
よ
り
ま

　
　

す
が
、
原
則
日
曜
日
の
作
業

　
　

は
致
し
ま
せ
ん
。
天
候
不
順

　
　

・
災
害
等
の
際
は
都
度
検
討

　
　

し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

４
．
負
債
整
理
資
金
の
特
別
対
応

　
　

は
い
つ
ま
で
行
う
の
か

　

➡
本
対
応
に
つ
い
て
は
原
則
、

　
　

肥
料
・
飼
料
等
の
経
費
高
騰

　
　

に
よ
る
特
例
対
応
と
し
て
行

　
　

っ
て
い
る
も
の
と
な
り
ま
す

　
　

が
、
収
入
面
と
の
バ
ラ
ン
ス

　
　

の
他
、
貸
出
金
の
調
達
コ
ス

　
　

ト
等
を
総
合
的
に
勘
案
し
た

　
　

う
え
で
特
例
対
応
の
可
否
を

　
　

決
定
し
て
い
る
も
の
で
ご
ざ　

　
　

い
ま
す
。
従
い
ま
し
て
、
特

　
　

例
対
応
を
行
う
か
ど
う
か
は

　
　

当
年
の
状
況
次
第
と
な
り
ま

　
　

す
の
で
、
現
況
に
於
い
て
い

　
　

つ
ま
で
と
特
定
で
き
る
も
の

　
　

で
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。

５
．
懇
談
会
開
催
に
つ
い
て
酪
農

　
　

が
統
一
に
な
る
と
の
事
だ
が
、

　
　

酪
畑
混
在
の
地
区
は
今
ま
で

　
　

通
り
出
席
し
て
も
か
ま
わ
な

　
　

い
の
か

　

➡
今
回
迄
、
富
美
・
上
富
美
地

　
　

区
、
開
盛
・
札
富
美
・
旭
地

　
　

区
の
２
回
に
分
け
て
い
た
懇

　
　

談
会
を
、
次
回
春
の
懇
談
会

　
　

よ
り
統
一
し
て
「
酪
農
・
畜

　
　

産
」
と
し
て
１
回
で
行
う
事

　
　

と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
他
の

　
　

上
湧
別
地
区
の
酪
農
組
合
員

　
　

に
つ
い
て
は
、
現
況
の
所
属

　
　

地
区
の
懇
談
会
に
出
席
で
問

　
　

題
ご
ざ
い
ま
せ
ん
が
、
酪
農

　
　

畜
産
に
関
す
る
説
明
に
つ
い

　
　

て
は
「
酪
農
・
畜
産
」
懇
談

　
　

会
の
方
が
厚
く
な
る
可
能
性

　
　

が
あ
り
ま
す
。「
酪
農
・
畜

　
　

産
」
懇
談
会
に
出
席
を
な
さ

　
　

る
酪
畑
混
在
地
区
の
方
は
、

　
　

食
事
等
の
用
意
の
都
合
上
、

　
　

事
前
に
営
農
部
ま
で
ご
連
絡

　
　

願
い
ま
す
。

６
．
コ
ン
ト
ラ
ク
タ
ー
の
人
材
確

　
　

保
に
つ
い
て

　

➡
年
齢
的
に
50
代
、
40
代
が
中

　
　

心
で
あ
り
、
若
年
層
の
補
充

　
　

を
考
え
て
お
り
ま
す
。
随
時

　
　

募
集
中
で
す
の
で
よ
ろ
し
く

　
　

お
願
い
致
し
ま
す
。

７
．
今
後
営
農
指
導
が
さ
ら
に
重

　
　

要
に
な
る
の
で
は
な
い
か

　

➡
物
価
高
が
続
い
て
い
る
状
況

　
　

下
で
、
営
農
指
導
業
務
の
重

　
　

要
性
は
重
々
承
知
し
て
い
ま

　
　

す
が
、
コ
ス
ト
上
昇
分
を
適

　
　

切
に
取
引
価
格
へ
転
嫁
で
き

　
　

る
環
境
整
備
の
要
望
を
国
に

　
　

上
げ
続
け
る
こ
と
も
重
要
と

　
　

考
え
て
お
り
ま
す
。
営
農
指

　
　

導
業
務
の
強
化
は
も
と
よ
り
、

　
　

農
畜
産
物
の
価
格
転
嫁
の
仕

　
　

組
み
作
り
に
つ
い
て
は
、
課

　
　

題
は
多
い
で
す
が
Ｊ
Ａ
グ
ル

　
　

ー
プ
全
体
で
国
と
進
め
て
参

　
　

り
ま
す
。

８
．
土
地
改
良
事
業
の
今
後
の
ス

　
　

ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て

　

➡
上
湧
別
地
区
は
Ｒ
10
～
Ｒ
17

　
　

に
お
い
て
実
施
予
定
。
現
在

　
　

取
り
ま
と
め
は
終
了
し
、
実

　
　

施
に
向
け
て
取
り
進
め
中
。

　
　

白
滝
地
区
は
Ｒ
9
に
実
施
。

　
　

Ｒ
17
ま
で
の
予
定
で
取
り
進

　
　

め
て
い
ま
す
。

９
．
鳥
獣
対
策
に
つ
い
て
狩
猟
期

　
　

間
の
延
長
な
ど
を
行
政
に
申

　
　

し
入
れ
し
て
ほ
し
い

　

➡
今
後
両
町
に
申
し
入
れ
し
て

　
　

参
り
ま
す
。

【
資
材
関
係
】

１
．
農
薬
講
習
会
の
開
催
時
期
は

　
　

ど
う
な
る
の
か

　

➡
本
年
度
に
つ
い
て
は
新
商
品

　
　

の
取
り
扱
い
が
無
い
た
め
、

　
　

開
催
の
予
定
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
　

次
期
開
催
に
つ
き
ま
し
て
も

　
　

現
時
点
で
は
未
定
と
な
っ
て

　
　

お
り
ま
す
。
開
催
の
際
は
皆

　
　

様
に
ご
連
絡
さ
せ
て
い
た
だ

　
　

き
ま
す
。

上湧別地区 遠軽地区

多くの質問・意見・要望ありがとうございました
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12
月
5
日
～
6
日
に
網
走
湖
莊
で
オ
ホ

ー
ツ
ク
Ｊ
Ａ
女
性
部
研
修
大
会
・
家
の
光

大
会
並
び
に
設
立
70
周
年
記
念
式
典
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
は
オ
ホ
ー
ツ
ク
Ｊ
Ａ
女
性
協
が
設

立
70
周
年
を
迎
え
た
記
念
の
年
で
あ
り
、

歴
代
の
オ
ホ
ー
ツ
ク
Ｊ
Ａ
女
性
協
の
会
長

・
副
会
長
7
名
が
表
彰
さ
れ
、
当
Ｊ
Ａ
か

ら
、
平
成
25
年
～
26
年
に
副
会
長
を
務
め

ら
れ
た
生
田
原
地
区
の
新
国
妙
子
さ
ん
が

表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
設
立
70
周
年
を
記
念
し
、
北

海
道
出
身
の
バ
ン
ド
グ
ル
ー
プ
「
Ｔ
Ｒ
Ｉ

Ｐ
Ｌ
Ａ
Ｎ
Ｅ
」
の
コ
ン
サ
ー
ト
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
会
場
は
様
々
な
色
の
ペ
ン
ラ

イ
ト
で
光
輝
き
、
思
い
出
に
残
る
と
て
も

楽
し
い
コ
ン
サ
ー
ト
で
し
た
。

　

懇
親
会
で
は
、
今
回
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

の
担
当
が
割
り
振
ら
れ
て
お
り
、
ト
ッ
プ

バ
ッ
タ
―
を
務
め
、
緊
張
し
て
い
る
部
員

も
い
ま
し
た
が
、
会
場
は
大
盛
り
上
が
り

で
し
た
。
ま
た
、
部
員
同
士
で
も
交
流
を

深
め
ら
れ
、
と
て
も
楽
し
そ
う
な
様
子
で

し
た
。

　

2
日
目
は
、
天
気
と
防
災
を
テ
ー
マ
に

し
た
講
演
会
や
「
農
家
あ
る
あ
る
」
を
テ

ー
マ
に
自
由
に
話
し
合
う
茶
話
会
が
開
か

れ
、
と
て
も
充
実
し
た
2
日
間
と
な
り
ま

し
た
。
ま
た
、
4
の
1
地
区
が
作
成
し
た

「
ち
ぎ
り
絵
で
箸
袋
・
ポ
ス
ト
カ
ー
ド
・

紙
ぐ
る
み
」
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

部
員
同
士
で
た
く
さ
ん
交
流
す
る
こ
と

が
で
き
、
と
て
も
有
意
義
な
2
日
間
で
し

た
。

第
39
回
オ
ホ
ー
ツ
ク
Ｊ
Ａ
女
性
部
研
修
大
会
・

家
の
光
大
会
・
設
立
70
周
年
記
念
式
典

茶話会の様子

４の１地区作成

「ちぎり絵で箸袋・ポストカード・紙ぐるみ」

記念品を受け取る新国妙子さん（上）
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普及センターより

畜
舎
内
の
衛
生
度
Ｕ
Ｐ
で
疾
病
対
策
！

牛
は
ス
ト
レ
ス
を
感
じ
る
と
免
疫
力
低
下

　

不
快
、
不
衛
生
な
環
境
は
乳
牛
に
と
っ

て
大
き
な
ス
ト
レ
ス
要
因
で
す
。
衛
生
的

で
牛
に
と
っ
て
快
適
な
環
境
を
整
え
、
で

き
る
限
り
ス
ト
レ
ス
を
な
く
す
こ
と
が
感

染
を
減
ら
す
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。

考
慮
す
べ
き
は
舎
内
の
湿
度

　

特
に
冬
期
間
は
寒
さ
対
策
と
汚
れ
た
空

気
対
策
の
両
方
が
必
要
で
す
。
舎
内
へ
の

新
鮮
な
空
気
の
取
り
入
れ
を
優
先
し
て
疾

病
に
罹
患
す
る
リ
ス
ク
を
低
く
し
ま
し
ょ

う
。
冬
期
間
の
換
気
目
標
は
次
の
と
お
り

で
す
。

　

換
気
扇
は
稼
働
台
数
を
制
限
さ
せ
た
り
、

イ
ン
バ
ー
タ
付
き
換
気
扇
を
調
整
し
て
ゆ

っ
く
り
回
転
さ
せ
る
な
ど
し
て
、
舎
内
の

空
気
を
排
出
し
ま
し
ょ
う
。
風
量
は
、
冷

た
い
風
が
牛
体
に
直
接
当
た
っ
て
牛
が
体

温
を
奪
わ
れ
な
い
よ
う
調
整
し
て
く
だ
さ

い
。

　

昼
夜
あ
る
い
は
日
に
よ
る
気
温
差
が
大

き
い
場
合
、
昼
前
に
は
舎
内
の
気
温
が
上

が
っ
て
舎
内
に
空
気
が
こ
も
り
が
ち
で
す
。

こ
ま
め
な
換
気
管
理
が
必
要
で
す
。

　

ま
た
、
す
き
ま
風
対
策
と
し
て
畜
舎
の

入
気
口
を
塞
い
で
し
ま
っ
て
お
り
、
換
気

扇
を
稼
働
さ
せ
て
も
空
気
の
流
れ
が
滞
っ

て
い
る
例
が
み
ら
れ
て
い
ま
す
。
日
中
だ

け
で
も
入
気
口
を
開
け
て
舎
内
の
入
気
を

確
保
し
ま
し
ょ
う
。

舎
内
の
結
露
で
高
ま
る
疾
病
リ
ス
ク

　

舎
内
の
湿
度
が
高
く
結
露
が
生
じ
る
と
、

牛
床
で
は
大
腸
菌
な
ど
の
乳
房
炎
原
因
菌

が
増
殖
し
や
す
く
な
り
ま
す
。
サ
ル
モ
ネ

ラ
菌
も
同
様
で
す
。

　

ま
た
、
舎
内
の
空
気
の
動
き
が
少
な
く
、

二
酸
化
炭
素
や
ア
ン
モ
ニ
ア
ガ
ス
が
多
く

な
っ
て
い
る
場
合
、
乳
牛
は
ス
ト
レ
ス
を

感
じ
、
免
疫
が
低
下
し
ま
す
。
呼
吸
器
病

の
原
因
と
な
る
マ
ン
ヘ
ミ
ア
、
マ
イ
コ
プ

ラ
ズ
マ
な
ど
の
病
原
体
は
健
康
な
牛
の
鼻

腔
に
も
潜
ん
で
い
ま
す
の
で
、
免
疫
機
能

が
う
ま
く
働
か
な
け
れ
ば
感
染
は
成
立
し
、

体
内
で
炎
症
が
発
生
し
て
し
ま
い
ま
す
。

清
潔
な
飼
槽
で
飼
料
給
与

　

飼
槽
の
ひ
び
割
れ
や
隙
間
な
ど
汚
れ
の

溜
ま
り
や
す
い
場
所
は
キ
レ
イ
、
清
潔
に

す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
ま
た
、
飼
槽
を

掃
除
し
て
残
飼
を
取
り
払
っ
て
か
ら
の
新

鮮
な
飼
料
の
給
与
を
徹
底
し
ま
し
ょ
う
。

畜
舎
内
の
衛
生
度
Ｕ
Ｐ
で
疾
病
対
策
！ 

牛
は
ス
ト
レ
ス
を
感
じ
る
と
免
疫
力
低
下 

不
快
、
不
衛
生
な
環
境
は
乳
牛
に
と
っ
て

大
き
な
ス
ト
レ
ス
要
因
で
す
。
衛
生
的
で
牛

に
と
っ
て
快
適
な
環
境
を
整
え
、
で
き
る
限

り
ス
ト
レ
ス
を
な
く
す
こ
と
が
感
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年
度
産
大
豆
」
の
販
売
手
数
料
に
つ
い
て

　
　

原
案
通
り
承
認
さ
れ
ま
し
た

３
．
㈱
え
ん
ゆ
う
ア
グ
リ
サ
ー
ビ
ス
に
対
す
る
資
金
の

　
　

貸
付
に
つ
い
て

　
　

原
案
通
り
承
認
さ
れ
ま
し
た

４
．
出
資
金
の
減
口
に
つ
い
て

　
　

原
案
通
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

◇
報
告
事
項

１
．
令
和
6
年
度　

ク
ミ
カ
ン
整
理
状
況
に
つ
い
て

２
．
そ
の
他

◇
議　
　

案

１
．
役
員
報
酬
審
議
会
諮
問
す
る
議
案
に
つ
い
て

　
　

原
案
通
り
承
認
さ
れ
ま
し
た

２
．
固
定
資
産
の
取
得
に
つ
い
て

　
　

原
案
通
り
承
認
さ
れ
ま
し
た

３
．
子
会
社
に
対
す
る
貸
越
極
度
額
の
変
更
に
つ
い
て

　
　

原
案
通
り
承
認
さ
れ
ま
し
た

◇
報
告
事
項

１
．
農
事
部
長
・
専
門
部
会
役
員
合
同
会
議
の
結
果
に

　
　

つ
い
て

２
．
組
合
員
の
異
動
状
況
に
つ
い
て

３
．
会
計
監
査
人
の
再
任
の
決
定
に
つ
い
て

４
．
役
員
報
酬
審
議
会
の
結
果
に
つ
い
て

５
．
固
定
資
産
の
取
得
に
つ
い
て

６
．
そ
の
他

◇
議　
　

案

１
．
令
和
7
年
度　

事
業
計
画
基
本
方
針
・
重
点
実
施

　
　

事
項
に
つ
い
て

　
　

原
案
通
り
承
認
さ
れ
ま
し
た

２
．
固
定
資
産
の
取
得
に
つ
い
て

　
　

原
案
通
り
承
認
さ
れ
ま
し
た

３
．
令
和
7
年
度　

固
定
資
産
・
償
却
資
産
の
取
得
計

　
　

画
に
つ
い
て

　
　

原
案
通
り
承
認
さ
れ
ま
し
た

４
．
令
和
7
年
度　

職
員
給
与
の
定
期
昇
給
に
つ
い
て

　
　

原
案
通
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

５
．
令
和
7
年
度　

貸
付
金
利
率
の
最
高
限
度
の
決
定

　
　

に
つ
い
て

　
　

原
案
通
り
承
認
さ
れ
ま
し
た

６
．
令
和
7
年
度　

理
事
に
対
す
る
資
金
の
貸
付
に
つ
い
て

　
　

原
案
通
り
承
認
さ
れ
ま
し
た

７
．
定
款
52
条
9
号
に
該
当
す
る
資
金
の
貸
付
に
つ
い
て

　
　

原
案
通
り
承
認
さ
れ
ま
し
た

８
．
令
和
7
年
度　

役
員
と
組
合
の
取
引
基
準
に
つ
い
て

　
　

原
案
通
り
承
認
さ
れ
ま
し
た

９
．
令
和
7
年
度　

コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
・
プ
ロ
グ
ラ

　
　

ム
に
つ
い
て

　
　

原
案
通
り
承
認
さ
れ
ま
し
た

10
．
令
和
6
年
度　

内
部
監
査
報
告
及
び
令
和
7
年
度　

　
　

内
部
監
査
計
画
に
つ
い
て

　
　

原
案
通
り
承
認
さ
れ
ま
し
た

11
．
令
和
7
年
度　

組
合
員
の
資
格
審
査
に
つ
い
て

　
　

原
案
通
り
承
認
さ
れ
ま
し
た

12
．
定
款
第
18
条
第
2
項
に
よ
る
出
資
金
持
分
譲
受
け

　
　

に
つ
い
て

　
　

原
案
通
り
承
認
さ
れ
ま
し
た

13
．
信
用
事
業
方
法
書
の
変
更
に
つ
い
て
（
金
融
機
関

　
　

等
の
業
務
の
代
理
又
は
媒
介
）

　
　

原
案
通
り
承
認
さ
れ
ま
し
た

14
．
子
会
社
に
対
す
る
貸
越
極
度
額
の
変
更
に
つ
い
て

　
　

原
案
通
り
承
認
さ
れ
ま
し
た

15
．
出
資
金
の
譲
渡
に
つ
い
て

　
　

原
案
通
り
承
認
さ
れ
ま
し
た

理
事
会
の
あ
ら
ま
し

第
12
回
理
事
会
（
令
和
6
年
12
月
26
日
）

第
13
回
理
事
会
（
令
和
7
年
1
月
7
日
）

第
14
回
理
事
会
（
令
和
7
年
1
月
29
日
）

3月
モナ・カサンドラ

牡羊座
3/21～4/19

全体運　上昇運。迷っていたこ
とに方向性を見いだせそう。や
りたいことをリストアップする
と吉。外出を増やして。
健康運　部屋の中でする運動ツ
キ。ストレッチを。
幸運の食べ物　ウド

牡牛座
4/20～5/20

全体運　少しお人よしが過ぎて
しまうようです。できなことま
で引き受けないように。用事を
整理し、予定を立てて。
健康運　肩を回して肩凝りを予
防。日頃の心かげが大事。
幸運の食べ物　キウイフルーツ

双子座
5/21～6/21

全体運　手詰まりを感じていた
とこに活路を見いだせます。小
まめに情報収集を。友人の意見
を参考にするものお勧めです。　
健康運　食欲が増加。ローカロ
リー食材に注目を。
幸運の食べ物　春キャベツ

蟹座
6/22～6/22

全体運　周囲からの支援が心強
いとき。口うるさいと感じる助
言も聞いておくだけのメリット
があります。仕事優先で。
健康運　クイズで頭の体操を。
ヘッドマッサージも◎
幸運の食べ物　ウルイ

獅子座
7/23～8/22

全体運　面倒な相手ほど丁寧に
接しましょう。経験談には今の
あなたに役立つ話が入っている
はず。旅行の計画にツキ。
健康運　生活の中に香りを取り
入れてリラックス。
幸運の食べ物　キュウリ

乙女座
8/23～8/22

全体運　予想外の展開がありそ
う。かなりの追い風です。反発
するより流れに乗るのが正解。
臨機応変にチャンスを生かして。
健康運　羽織るものを用意。気
温変化に合わせて脱ぎ着を
幸運の食べ物　つまみ菜

天秤座
9/23～10/23

全体運　やることが多く忙しく
なりがち。スケジュールの組み
方で効率化を図れます。冷静に
状況を整理しましょう。
健康運　血行促進を心がけて。
お風呂はぬるめで長めに。
幸運の食べ物　グリーンピース

蠍座
10/24～11/22

全体運　好調運。長年の苦労が
報われる出来事の予感です。新
しいことを始めるのも吉。お花
見に出かけましょう。
健康運　筋トレが吉。ハードな
スポーツも楽しめます。
幸運の食べ物　サヤエンドウ

射手座
11/23～12/21

全体運　理不尽な状況に心を痛
めることがあるかもしれません。
運勢は下旬から上昇。様子を見
て待つのも1つの手。
健康運　無理はしないで。古傷
や持病はしっかりケア。
幸運の食べ物　ジャガイモ

山羊座
12/22～1/19

全体運　スリリングな運気です。
危ない場所には近寄らないで。
周囲とコミュニケーションをよ
く取って誤解のないように。
健康運　自分に合ったストレッ
チを選んで。無理は禁物。
幸運の食べ物　ソラマメ

水瓶座
1/20～2/18

全体運　争いは避け調整を心が
けて。平和的な手段を取ること
であなたの株が上がります。近
距離旅行にツキあり。
健康運　食事、運動、睡眠、生
活習慣をチェックして。
幸運の食べ物　タケノコ

魚座
2/19～3/20

全体運　勢いがあります。ダメ
元でやってみたこともなんとか
なりそう。率先して動きましょ
う。行動的なほど開運。
健康運　運動で良い汗をかきま
しょう。体力もアップ。
幸運の食べ物　ニラ



　

読
者
の
声

　

同
じ
町
内
に
い
て
も
な
か
な
か
会
う

こ
と
が
な
か
っ
た
仲
間
で
お
昼
ご
は
ん

を
食
べ
ま
し
た
。
お
互
い
の
近
況
報
告

を
し
て
た
の
し
い
時
間
を
過
ご
し
ま
し

た
。

（
匿
名
）

　

久
し
ぶ
り
に
会
う
と
、
話
が
弾
ん
で

あ
っ
と
い
う
間
に
時
間
が
過
ぎ
て
し
ま

い
ま
す
ね
。
楽
し
い
時
間
を
お
過
ご
し

す
る
こ
と
が
出
来
て
、
と
て
も
良
か
っ

た
で
す
♪
♪

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

　

い
つ
も
ひ
ざ
し
は
楽
し
く
読
ん
で
い

ま
す
。
ま
ち
が
い
探
し
は
楽
し
い
で
す

ヨ
！

（
匿
名
）

　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！
ぜ
ひ
毎

月
間
違
い
を
探
し
て
ご
応
募
し
て
く
だ

さ
い
♪

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

　

暑
い
！
暑
い
!!
と
言
っ
て
い
た
ら
、

寒
い
！
寒
い
!!
に
な
り
、
1
年
の
な
ん

と
早
い
こ
と
か
。
無
事
過
ご
せ
た
事
に

感
謝
で
す
。

（
匿
名
）

　

暑
い
と
思
っ
た
ら
寒
く
な
り
、
寒
い

と
思
っ
た
ら
暑
く
な
り
・
・
・
1
年
が

あ
っ
と
い
う
間
に
過
ぎ
ま
す
ね
。
今
年

も
怪
我
な
く
健
康
に
お
過
ご
し
く
だ
さ

い
。

12月号の抽選は畜産課

今野生竜職員にお願いしました

プレゼント付まちがい探し当選者発表
昨年１２月号の答えは「①④⑥⑪⑫」でした。

当選者は以下の方々です。

　湧別町　　関口　伸二さん

　湧別町　　池田　和子さん

　遠軽町　　鈴木　智志さん

　遠軽町　　宮越　晴美さん

　遠軽町　　仲野　美和さん

来月もご応募お待ちしております♪

今年の抱負は…
仕事とゴルフを
頑張ります！！

ひざし　2025. 211

解答欄

い さ
が し

右のイラストには左のイラストと違う部分が
５カ所あります。間違っている部分を左下の枠
内の数字で探しましょう。

出題・イラスト：酒井栄子

ま
ち が

毎月1,000円分のクオカードを
当選者５名の方に送ります。
たくさんのご応募、お待ちしております！！
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